
尾張農業改良普及課では、地域戦略促進支援事業で農薬及び化学肥料を節減した高付加価値米

を生産する展示ほ（北名古屋市熊之庄地区）を設置しています。この取組を周知するため、市民

が集まる商工祭において、収穫された米（１袋 300g）を 100 袋配布しました。 

この展示ほには、市民有志の取組として、水田魚道が設置

されており、８月には展示ほ近くの学童保育、児童会の子ど

もたちによる田んぼの生き物観察会も行われました。米を手

渡す際には、パネルを活用して、今回の取組の様子と、都市

近郊における水田の多面的機能を伝えました。 

米の配布は、主に親子連れを対象に行いました。米を受け

取った親子連れからは、「へぇー、北名古屋市でこんなこと

やっているんだぁ」、「北名古屋市のお米なんだぁ」、「生き物

観察会に行ったよ」などの声が聞かれ、周知の必要性が感じ

られました。 

平成 31 年２月に設立されたれんこん産地協議会では、各種事業を活用しながらレンコン産地

の発展を目指した取組を行っています。今回、その取組の成果報告や、産地発展に向けた提言な

どの第 1回研修会が開催されました。省力化や品質向上につながる最新技術の紹介や、主産県で

ある茨城県や徳島県の専門家の講義に、参加者は真剣に聞き入っていました。 

協議会では、「スマート農業推進事業」や「農業生産力パワーアッププロジェクト推進事業」

を活用して、優良品種の選抜・普及、人工衛星画像を利用

した地力の推定、DNA マーカーを利用した主要品種の遺伝子

の変異の程度についての現状調査などを行っており、その

結果が報告されました。また、徳島県からはレンコン産地

が抱える問題点とその解決に向けたヒントについて、茨城

県からは品種識別技術とその利用について報告がありまし

た。 

農業改良普及課からは、ドローンやラジヘリ利用の調査

や品種展示ほの調査結果を報告しました。今後も、協議会

活動等を通じて産地の発展に向けた支援を継続します。 

説明を聞く親子連れ 

海 部 未来につながるレンコン産地の発展を目指して

と き 

ところ ＪＡあいち海部北部営農センター（津島市大繩町） 

令和元年１１月１９日（火）

研修会の様子

尾 張 食べてみて！メダカも泳ぐ田んぼのお米だよ 

と き

北名古屋市健康ドームアリーナ（北名古屋市九之坪）

令和元年１１月３日（日） 

ところ



ＪＡあいち知多ふき部会では、従来のラップ包装に代わり、新たな出荷形態である袋包装の本

格的な出荷を、10 月 16 日から開始しました。袋包装は、ラップ包装に比べ出荷調製作業が大幅

に省力化でき、品質も良好な状態で出荷できます。ラップ包装と併行出荷し

ながら、全体量の２割程度の出荷を目指します。 

従来のラップ包装は、熟練技術と多くの労力が必要で、規模拡大の制限要

因となっており、産地の維持発展を図るためには出荷調製作業の省力化が急

務でした。このため、平成 29 年から部会員、農協、経済連を中心に、農業改

良普及課が協力し、包装機と専用袋の改良、出荷規格の作成、試験販売に取

組んできました。 

農業改良普及課は、労働時間調査、品質保持対策試験の実施や、作業方法

及び作業場の改善について動画を交えて提案するなど、導入を支援してきま

した。出荷調製作業時間は、約 30％の削減が可能で、作業強度も軽くなりま

す。また、袋の通気性を改良し、品質は市場から高い評価を得ています。 

これらの取組によって、令和元年作から本格的な出荷を３名が開始しまし

た。今後導入を目指す部会員は、目揃会で説明された出荷規格や選別調製に

関する注意点に基づき、導入方法を検討していきます。 

安城市の農業文化公園デンパークで 11 月２日から４日まで開催されたあんじょう花フェスタ

は、入場者１万８千人を超え大盛況でした。安城市温室園芸組合は、会場の装飾展示と生産物販

売、ワークショップを手がけました。即売会では生産者はしっかりと消費者に製品説明をして花

への理解を深めていました。 

あんじょう花フェスタは、安城市が主催し、あいち中央農業協同組合、安城市温室園芸組合、

公益財団法人安城市都市農業振興協議会が共催する花の消費拡大と理解を深めるイベントです。

ワークショップでは生産者が講師となりこけ玉づくり

や多肉植物の寄せ植え、苔を使ったテラリウム作成など

の講座を開催し、事前に応募した参加者が体験を楽しん

でいました。 

農業改良普及課は、組合活動活性化のため消費者への

説明や POP 作成などの PR 支援を行いました。組合員も

熱心に説明を行い、消費者が花への理解を深めていまし

た。 

西三河 生産者が活躍！あんじょう花フェスタ

と き 

ところ 農業文化公園デンパーク（安城市赤松町）

令和元年１１月２日（土）～４日（月）

袋包装の出荷箱

知 多 知多地域のふき 袋包装出荷が本格スタート！

と き 

ところ 東海市、知多市、南知多町 

令和元年１０月１６日（水）

商品説明をする生産者 



ＪＡあいち豊田梨部会は、第１９回ジャンボ梨コンテストを開催しました。部会員らから「愛

宕」１７点が出品され、豊田市の特産であるナシを消費者へＰＲしました。 

梨部会では、部会員 47 名がナシ８品種を栽培し、共同出荷しています。その部会員が丹精込

めたナシ「愛宕」の重さ・大きさを競うコンテストが開催されました。猿投農林高校からも１点

の出品がありました。 

審査の結果、梅村長史さん栽培の重さ 2,668 グラ

ム、胴回り 59.1cm のナシが優勝しました。今年度

は、全体的に小玉傾向であり、梅村氏が、「いつも

の年なら、３位くらいの出来でした。」と言うよう

に、2011 年のギネス記録 2,948 グラム、2017 年に

開催された日本ジャンボ梨コンテストの優勝記録

2,974 グラムには届きませんでした。 

梨部会は、このコンテストを通じて豊田市特産の

ナシをＰＲすることで、消費者への理解促進を図り

ました。農業改良普及課は、今後もおいしいナシの

栽培に向けて指導していきます。 

ＪＡ豊橋ハウスエンドウ部会のうち４戸が、あぐりログと炭酸ガス発生装置を導入し、12～２

月の炭酸ガス施用に取り組んでいます。生産者、関係機関があぐりログ勉強会を開催し、平成

29、30 年度の施用結果を検討したところ、炭酸ガス施用により草勢が良くなり、莢の肥大が良

好となる効果が分かりました。さらに効果を高めるために、施用時の管理改善など意見交換しま

した。 

あぐりログは、農総試が民間企業と共同開発したモニタリング機器です。勉強会は、生産者、

農協、経済連、農業改良普及課が参加して行いました。農業改良普及課から、あぐりログで収集

したハウス内の環境データと生育状況の比較、管理作業との付き合わせや他品目の事例を提示し

て意見交換しました。「炭酸ガス施用時に、もっとこまめに潅水するなど管理を見直してはどう

か」といった施用効果を高めるための改善点が検討されました。この結果を受け、今年度作は、

炭酸ガス施用下での潅水管理の改善効果を検証します。 

と き 

ところ 豊田市駅前通り（豊田市喜多町）

令和元年１１月３日（日） 

ジャンボ梨コンテスト開催 豊田のナシをＰＲ 豊田加茂 

東三河 ＪＡ豊橋ハウスエンドウ部会のあぐりログ勉強会開催

と き 

ところ 豊橋農協予冷センター（豊橋市野依町）

令和元年１０月２３日（水）

入賞者の集合写真 



農業改良普及課は女性農業者活躍支援事業に基づく女性農業者応援企業セミナーを開催し、キ

クを生産する20～30歳代の女性農業者11名がイノチオ精興園(株)田原試験農場とイノチオ農材

(株)を視察しました。両社が取り組むキクの新品種や新資材等の展示ほ場で担当者から説明を受

け、「栽培技術を学ぶ良い機会になった」と好評を得ました。 

農業改良普及課が７月のセミナー開催時に受講者を対象に行った意向調査で、「経営参画に向

けて今後身に付けたい技術及び知識」の上位に「栽培技術」が挙がりました。受講者はキク生産

者が多いことから、今回のセミナーを企画しました。

受講者からはキクの品種特性や開花調節の方法など、

栽培技術に関して数多くの質問が出されていました。

「日頃は開花した状態を目にすることは少なく、ため

になった」、「育種上の評価ポイントがわかり、興味深

かった」といった感想が聞かれました。 

若い女性農業者が講習会や視察などにより栽培技術

を学ぶ機会は少ないことから、農業改良普及課は受講

生の意向に沿ったセミナーの開催などを通じて、女性

農業者の経営参画を後押しします。 
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キクの新品種展示ほ場で担当者(右)から

説明を聴く受講生

田 原 女性農業者応援企業セミナーでキクの技術向上を図る

と き 

ところ 田原市加治町及び大久保町 

令和元年１０月４日（金）


